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研究要旨 

本研究では、大規模コホート研究推進に向けたがん登録の NCD システムへの適用を進め

ることの意義および問題点を明らかにするために、全国胃癌登録をがん登録事業の実例

として以下の点について検討することを目的とした。 

日本胃癌学会による全国胃癌登録は指定施設からの登録となるため、長期予後追跡を含

めたデータの精度は高いが、手術例のカバー率は NCD 登録例の約４５%にとどまってい

ることが問題である。一方で、NCD は高いカバー率を誇るものの、その精度については

懸念ありとする見方もある。NCD システムを用いて短期、長期アウトカムを正確に把握

するには、新たに研究をデザインし、参加施設を確保した上で必要な入力項目を追加設

定し、前向きにデータを登録する方法があるが、コストがかかる上に結局はカバー率が

低下する。一方、非手術例のデータについては全国胃癌登録、NCD では把握が不可能で

あり、がん情報サービスによる全国がん登録を参照するしかない。今後、NCD と全国胃

癌登録の短所を補完しうる連携によって、まずはわが国における胃癌手術の現況を把握

し、質の高い手術からのエビデンスを世界に発信していく体制が構築されることが期待

される。 

 

 

A．研究目的 

前身である胃癌研究会により昭和 47 年に

第１号の全国胃癌登録が行われて以来、日

本胃癌学会では 40 年以上にわたってがん

登録事業を継続し、その内容をホームペー

ジ上で公開してきた。本研究では、大規模

コホート研究推進に向けてがん登録の

NCD システムへの適用を進めることの意

義および問題点を明らかにするために、全

国胃癌登録をがん登録の実例として以下の

点について検討することを目的とした。 

①全国胃癌登録の現状と課題 

②NCD の現状と課題 

③全国胃癌登録と NCD との連携の現状 

 

B．研究方法 

全国胃癌登録および NCD の現状を整理す

るとともに、今後のさらに質の高いエビデ

ンスを発信するためのシステム構築に向け

ての課題について検討する。 

 

C．研究結果 
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①全国胃癌登録の現状と課題 

日本胃癌学会により運営される全国胃癌登

録は、本邦における胃癌治療の現況を把握

し、その診断、治療、予後などを検討する

ことにより胃癌患者の治療成績向上を図る

ために開始されたが、入力を要する項目数

を簡略化した上で 2001 年から登録再開さ

れている。現在は年間で手術例約 25000 例、

内視鏡切除例約 6500 例が登録されており、

手術例のカバー率は NCD 登録例の約 45%

となっている。集計成果は学会ホームペー

ジで公表するとともに、5 年に 1 度程度の

頻度で英文学会誌Gastric Cancerに掲載し

ている。入力項目は登録委員会で約 80 項目

に厳選している。研究推進委員会が窓口と

なり、登録データを使用した研究を学会会

員が行う制度を展開中であるが、入力省略

化のため詳細なデータが不足していること、

手術症例のカバー率が NCD に比して低い

ことが問題となっている。大規模データを

活用した良質なエビデンスを世界に発信す

るためには、全国がん登録や NCD との連

携が課題となる。 

 

②NCD の現状と課題 

すでに NCD データを利用した消化器外科

領域研究の一環として、各臓器の我が国の

手術成績が大規模データで解析され、国際

誌で発表された。しかし、高いカバー率達

成に不可欠な入力効率化のため、さらなる

多角的な解析を行うためのデータについて

は項目、入力の精度共に不十分である可能

性がある。また癌種にもよるが、化学療法、

放射線治療、局所療法、内視鏡的切除など

の非手術療法は一定の症例頻度があり、こ

の点のカバー率に関しては学会主導のがん

登録事業に及んでいない。これらの問題点

を解決しうるシステム構築と、維持および

データ管理のための予算確保等が課題とな

っている。 

 

③胃癌学会と NCD との連携の現状 

質の高い大規模コホート研究を行うため、

消化器外科学会主導で各臓器関連学会と連

携して NCD データを利用した消化器外科

領域研究が進められている。胃癌学会では

広く公募した上で研究推進委員会がテーマ

を厳選しており、現在は大規模データを活

用した腹腔鏡胃切除術と開腹胃切除術の安

全性比較研究が進められている。今後、

NCD と全国胃癌登録の連携によって我が

国における胃癌治療の現況把握のみならず、

質の高い手術からのエビデンスを世界に発

信していく体制が構築されることが期待さ

れる。長期予後システムを活用したがん登

録はすでに乳癌、肝癌、膵癌で開始されて

いるが、対象施設が拡大されることに伴っ

て予後データ回収率が思わしくない点が問

題となっている。また、前述のごとく全国

胃癌登録では内視鏡的切除術で根治した症

例や、手術適応外のため全身化学療法の施

行された症例が 20％以上を占めており、手

術例を前提とした NCD システムとの連携

を深めていくためには、非手術症例のカバ

ー率を確保するための具体案を呈示してい

く必要がある。 

 

D．考察 

がん登録と NCD の問題点は、互いに補い

合うことでかなりの部分が改善できると考

えられた。学会主導のがん登録事業と NCD

の連携はさらに拡大されていくことが予想

されるが、カバー率を維持しつつ内容を充

実させるためには、解決すべき課題も多い。

今後は、情報管理方法、入力に対するイン

センティブ、自由な発想に基づくデータの
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活用方法などについて十分に議論していく

必要がある。 

 

E．結論 

これまでの蓄積データによる研究成果を凌

駕する質の高いエビデンスを発信していく

ためには、全国がん登録事業と NCD の連

携は必須であると考えられる。がん登録の

長所である長期データと NCD の長所であ

るカバー率の高さを融合しうるシステムの

構築に向けて着実に進めていくことが望ま

れる。 
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